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「
家
族
従
業
員
の
給
与
は
経

費
」
が
世
界
の
流
れ

田
母
神
節
子
議
員

　

12
月
議
会
で
継
続
に
な
り
、
請
願
者

の
願
意
を
く
み
取
る
努
力
が
当
委
員

会
は
欠
け
て
い
た
こ
と
が
非
常
に
残

念
。
し
か
し
な
が
ら
、
働
き
分
が
わ
ず

か
86
万
円
、
50
万
円
と
正
当
に
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
は
共
通
の
理
解
と
な
っ
た
。

57
条
が
56
条
を
補
整
し
て
い
る
、
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
57
条
は
特
例
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
家
族
関

係
、
納
税
意
識
の
変
化
の
中
で
見
直
し

は
必
要
だ
。

全
員
賛
成
で
採
択

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、
発
生
の
抑
制

と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願持

続
可
能
な
社
会
へ
の
転

換
等
が
促
進

坂
本
建
治
議
員

　

２
０
０
６
年
に
改
正
さ
れ
た
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
分
別
収
集
と
選

別
保
管
に
必
要
な
費
用
の
約
９
割
が
自

治
体
負
担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
業

者
が
発
生
抑
制
や
環
境
配
慮
設
計
に
取

り
組
も
う
と
す
る
努
力
に
欠
け
て
い
る
。

費
用
を
製
品
価
格
に
内
部
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
業
者
は
原
材
料
の
見
直
し

や
削
減
に
取
り
組
み
、
容
器
包
装
の
減

量
と
な
り
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転

換
、
さ
ら
に
発
生
抑
制
と
再
使
用
が
促

進
さ
れ
る
。

こ
の
請
願
の
採
択
を
受
け
て
、

　
　

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
採
択

所
得
税
法
第
56
条
の
見
直
し
に
つ
い
て

あ
え
て
56
条
を
見
直
す
必

要
は
な
い

押
田
秀
夫
議
員

　

所
得
税
法
第
56
条
に
よ
り
恩
恵
を
受

け
て
い
る
者
も
大
勢
い
る
。
事
業
者
は

57
条
の
青
色
申
告
に
よ
り
、
家
族
従
業

者
の
給
料
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
56
条

と
57
条
は
一
体
化
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
白
色
申
告
に
す
る
か
、
青
色
申
告

に
す
る
か
は
納
税
者
（
事
業
者
）
の
自

由
選
択
に
任
せ
ら
れ
て
お
り
、
あ
え
て

56
条
を
見
直
す
（
廃
止
）
必
要
は
な
い
。

次
の
ペ
ー
ジ
は 「 

町
に
考
え
を
聞
く
！

一
般
質
問 

」

　

中
小
業
・
農
業
の
家
族
従
業
者
の
自
家

労
賃
は
、
必
要
経
費
に
算
入
し
な
い
こ

と
と
す
る
所
得
税
法
第
56
条
の
規
定
に
よ

り
、
税
法
上
は
原
則
と
し
て
必
要
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
業
主
の

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る
働
き
分
は
、
配
偶

者
の
場
合
は
86
万
円
、
家
族
従
業
者
の
場

合
は
、
50
万
円
で
、
社
会
的
に
も
経
済
的

に
も
自
立
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

寄
居
町
の
中
小
業
者
、
農
業
者
の
皆
さ

ん
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
家
業
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
家
族
従
業
者
の
働

き
分
を
必
要
経
費
と
し
て
認
め
、
そ
れ
を

妨
げ
て
い
る
と
し
て
、
所
得
税
法
第
56
条

の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

容
器
包
装
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ
た
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
適
さ
な
い
塩
素
系
容
器
包
装
が
未
だ
使

わ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
す
。

１
．
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
役
割
分

担
を
見
直
し
、
分
別
収
集
・
選
別
保
管

の
費
用
を
製
品
の
価
格
に
内
部
化
す
る
。

２
．
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）、
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）
を
促
進
す
る
た
め
、
レ

ジ
袋
の
無
料
配
布
禁
止
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
を
法
制
化
す
る
。

３
．
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
仕
組
み
を
新
た
に
法
制
度
化

す
る
。

こ
の
請
願
の
採
択
を
受
け
て
、

　
　

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

改編して、
「すぐやる課」
　　　を新設

 8

寄
居
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

４
月
１
日
よ
り
、
基
本
料
金
が
10
％

下
が
り
ま
す

使
用
水
量
の
少
な
い
基

本
料
金
の
設
定
を
希
望

田
母
神
節
子
議
員

　

水
道
事
業
は
公
営
企
業
事
業

で
、
独
立
採
算
制
を
と
っ
て
お

り
、
公
営
企
業
は
、
福
祉
に
寄
与

す
る
こ
と
と
う
た
っ
て
い
る
。
黒

字
決
算
は
町
民
に
還
元
す
べ
き
。

２
０
０
０
世
帯
が
２
ヵ
月
で
10
立

方
メ
ー
ト
ル
以
内
と
い
う
現
実
。

使
用
水
量
の
少
な
い
料
金
の
設
定

で
、
今
後
の
ホ
ン
ダ
寄
居
新
工
場

や
、
資
源
循
環
工
場
の
Ⅱ
期
工
事

に
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
。

公
営
企
業
事
業
…
地
方
公
共
団
体
が
行

う
事
業
の
う
ち
、
そ
の
事
業
の
経
営
に

よ
る
収
入
か
ら
経
費
を
賄
う
形
を
取
る

も
の
。
寄
居
町
で
は
水
道
事
業
会
計
が

該
当
し
て
い
ま
す
。

寄
居
町
こ
ど
も
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

こ
ど
も
医
療
費
、

中
学
３
年
ま
で
無
料
化
拡
大

義
務
教
育
期
間
ま
で
の
医
療
費

無
料
を
歓
迎

田
母
神
節
子
議
員

　

長
い
間
の
子
育
て
中
の
親
の
思
い
が
実
現
し

た
。
窓
口
立
て
替
え
払
い
も
な
く
な
り
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
と
喜
ば
れ
て
い
る
。
近
く
の

医
者
が
た
ま
た
ま
深
谷
市
で
あ
っ
た
り
、
熊
谷
市

等
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
せ
め
て
近
隣
市
町
村
で
は
窓
口
立

て
替
え
せ
ず
に
、
お
金
を
持
た
ず
に
医
者
に
か
か

れ
る
よ
う
希
望
す
る
。

　

町
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
本
年
４
月
１
日
よ
り
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化
の
通
院
対
象
年
齢
を
、
小
学
校
６
年
生

ま
で
か
ら
「
中
学
校
３
年
生
ま
で
」
に
拡
大
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

・
総
務
課 

総
務
課

 

企
画
課

・
町
民
課 

町
民
課

 

保
険
年
金
課

・
産
業
振
興
課 

農
林
課

 

商
業
観
光
振
興
課

・
ま
ち
づ
く
り
課 

建
設
課

 

都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　

 

す
ぐ
や
る
課

寄
居
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

役
場
の
組
織
改
編
、

「
す
ぐ
や
る
課
」
の
新
設

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
期
待

佐
野
千
賀
子
議
員

　

15
課
か
ら
20
課
へ
の
編
成
に
よ
る
人
件
費
へ
の

影
響
額
が
少
な
い
こ
と
と
、
人
材
の
登
用
に
よ
る

職
員
の
や
る
気
の
増
幅
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
さ
れ
る
が
、特
に
女
性
職
員
の
登
用
と「
す

ぐ
や
る
課
」の
設
置
位
置
の
再
検
討
を
要
望
す
る
。

女
性
課
長
の
複
数
化
の
実
現
で
、

よ
り
庁
舎
内
の
活
発
化
を
！

田
母
神
節
子
議
員

　

新
生
寄
居
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
大
幅
な
職

員
削
減
計
画
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る

予
定
外
の
退
職
者
が
出
た
。
職
員
体
制
を
心
配
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
、「
す
ぐ
や
る
課
」
を
は
じ
め
、

課
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
５
課
増
え
、
そ
れ
に

伴
う
職
員
も
10
人
増
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
と
町
政
発
展
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
佐
藤
理
美
議
員
・
室
岡
重
雄
議
員

か
ら
も
賛
成
討
論
が
、
松
本 

勇
議
員
・
押
田

秀
夫
議
員
か
ら
は
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

親
身
な
町
政
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
役
場
の
組
織

改
編
（
左
図
）
を
行
い
「
す
ぐ
や
る
課
」
を
新
設
す
る

内
容
で
す
。
す
ぐ
や
る
課
は
町
政
に
対
す
る
要
望
等
へ

の
緊
急
の
処
理
及
び
連
絡
が
主
な
所
管
で
、
３
名
の
職

員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
水

道
基
本
料
金
を
10
％
値
下
げ
す
る
内

容
の
改
正
で
す
。
た
と
え
ば
、
口
径

13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
場
合
、
基
本
料

金
２
５
９
０
円
が
２
３
３
０
円
と
な

り
、４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

水
道
基
本
料
金
の
値
下
げ
で
町
民
生
活
を
支
援

水
道
基
本
料
金
の
値
下
げ
で
町
民
生
活
を
支
援

新
設


